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アムステルダムの大会に参加して

　　　　　　　　　　　　　　金澤　正剛

　今年７月５日から10 日にかけてアムステル
ダムで開催された IAML と IMS の合同会議に
関しては、さっそくIAML の電子レター第 33
号に詳細な報告が掲載されている。編集を手
がけた Michael Fingerhut の手腕に感心する
あまり、メイルで敬意を表したところ、折り返
し返事が来て、それは事務局の Roger Flury 
が完璧な記録を会議が終わるとすぐさま送っ
てくれたおかげだ、私はそれをそのまま載せ
ただけだと言ってきたが、29 ページに及ぶ全
体の構成といい、写真やイラストを数多く、し
かも効果的に入れたセンスといい、各ページ
から会議の雰囲気がそのまま再現されていて、
まことに申し分ない。未だご覧になっていない
方は目を通すだけでも良いから、まずは見て
ご覧になることをお勧めする。
　ところでこれほどまでに詳しく会議について
書かれてしまっては、今更何を報告して良いも
のか分からない。しかも一緒に参加した藤堂
さんたちからもさらなる報告があるであろうこ
とを考えると、なるべく重複したリポートには

したくない。そこでここでは私自身の経験にも
とづいて、感じたことを書かせていただこうと
思う。かなり偏った、独断的な報告になるか
も知れないが、なにとぞお許し願いたい。た
だしそれを通じて少しでも会議の空気を感じ
ていただけたら、と思う。
　７月４日の朝、アムステルダムに向かうべく
成田に着いたら、目の前に樋口隆一君が居た。
同じオランダ航空を予約していて、機内では
私が左、彼が右、首を廻せば目が合う席に指

定 され、 最
初から心 強
い 旅となっ
た。 宿 泊も
同じアムステ
ルダム中 央
駅 前のホテ
ル・ヴィクト
リアというこ
とで、 空 港
地下の駅 か
ら電 車に乗
って 約 半 時
間、一旦くつ
ろいで 下の
ロビーで 落
ち合い、乾
杯したところ
で気付いて
みると午 後
５時半を少
し回ったば
かり。会 議
のレジスト橋の町アムステルダムⒽ

運河にてⒽ

跳ね橋Ⓗ
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レーションはその日６時までであることを思い
出し、行ってみようということになり、行って
みるとまさに６時きっかりに会場に着き、無事
レジストレーションを済ますことが出来た。そ
の後２人でホテルの前から観光船に乗って市
内を一周した。すでに８時というのにあたりは
まだ明るくのんびりした午後と言う雰囲気で、
水上から市民の生活を観察したが、大都市と
は思われない余裕と品格を感じた。

　翌日は、評議員会（カウンシル）が始まる
のが午後２時ということで、朝のうち市電に乗
って国立博物館に行ってみた。国立博物館は
現在修理中で、建物の一部を使って代表的な
作品を選んで展示していたが、おかげでレン
ブラントの『夜警』やフェルメールの『牛乳を
注ぐ女』などの名画をゆっくりと見ることが出
来た。後で分かったことであるが、近くのゴッ
ホ美術館は日本並みの混雑振りで、入場する
のにも長い列が出来ていたそうである。博物
館からの帰りはホテルまで歩いてみることにし
た。スヴェーリンクゆかりの古教会を目指して
歩いたが、前日の船旅のおかげで地図に頼る
ことなく、運河脇の木陰の道
を楽しみながら迷うことなく目
的地に着いた。着いてみると
ちょうど礼拝が終わって門が閉
じられたばかりのところで、中
に入りたければ午後１時からと
書いてあったので、残念ながら
別の日に出直すことにした。と
ころが教会に隣接する有名な
飾り窓は日曜日の昼だというの
に営業中で、裸の美女に手招

きされたのにはびっくりした。売春も薬物も合
法的なオランダ、にもかかわらず両者を厳しく
禁止する日本にくらべ、陰湿な暗さなど全く無
く、健康的な雰囲気に包まれているのは一体
どうしたことか。すっかりと考えさせられてしま
った。
　さて昼食後、会場のアムステルダム音楽院
へと向かったが、そのあたりは市の新しい計
画で建設中の地域にあたり、すでに完成して
いた筈の大通りも建設中とあって、仮設の歩
道橋を歩いて行くとやがて目の前に３つの似
たようなガラス張りの建物が現れる。左から
順に市立図書館、音楽院、そして郵便局とい
うことであるが、郵便局は営業中とはいえ建
物は未完であることがひと目で分かるような
状態である。主会場である音楽院の入口を入
ると壁ひとつ隔てて広いフォワイエとなる。正
面にはコーヒーやスナックが用意されているカ
ウンターがあり、そのちょうど反対側、建物に
入った目の前の壁の裏側に大会本部の受け付
けカウンターがある。さらにこの２つのカウン
ターの間の左右両側に、オックスフォード大
学出版部を始めとする展示デスクが並び、参
加者の興味をひこうとさまざまな工夫をこらし
ているのが面白かった。以後５日間において、
このフォワイエは休憩時間のコーヒー・タイム
を過ごす場所として使われたが、大会参加者
が予想以上に集まったということで、日増しに
混雑ぶりが飽和状態に近づき、最後はどこに
誰が居るのか、探すのが至難な状態までとな
った。しかしそれにはそれなりの解決策があ
る。私はすぐさま２階にオープンなバルコニー
があることに気がついた。それはちょうど大会

アムステルダムの町並みⒽ

（左）パブリック・ライブラリーⒽ
（下）音楽院Ⓗ
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本部の受け付けカウンターの上にあり、そこか
ら見渡すと下のフォワイエの様子が隅から隅ま
で見渡せるようになっている。そこから人々の
居場所を確認して、その場所に直行する。し
かしそれでも途中で人ごみに阻まれて、目的の
人物を捕えそこねるといったことが、何度もあ
った。
　午後２時の評議員会は音楽院１階の後部半
分を占めるハイティングザールで行われたが、
入口で２４項目からなるアジェンダを渡されて、
その長さにまずびっくりした。なるほどそのた
め前半をこの日の内に済ませ、後半を木曜日
の午後にやるのだなと納得した。司会は会長
の Martie Severt、開口一番アジェンダが多い
ので発言はなるべく手短にという前置きで始
まったものの、実際には順調に会長の開会宣
言、昨年の議事録の承認、会長、事務局長、
会計のリポートと議事が進み、予定時刻以前
に前半は目出度く終了することになった ｡　な
かでも特に注目された議題は来年行われる会
長と副会長の選挙で、規定により会長候補２
人はすでに決まっているという。ひとりは他な
らぬ現在事務局長を務めている Roger Flury 
で、もうひとりは現在プログラム・コミッティー
を担当している Jim Cassaro である。いずれ
も有能な候補者であることには疑いない。皆
さんも来年の選挙にそなえて２人のこれまでの
活動に注目しておいていただきたい。

　翌日の午後 4 時からはナショナル・リポート
ということで、いよいよ私の出番である。藤堂
さんと２人で待機していると、議長の Severt
が飛んで来て、ひとりの持ち時間 1 分半でお
願いしたい、という。そんな無茶なと思ったが、
他の発表者も思いは同じであったらしい。中
にはそれを無視して予定通りたっぷり報告を
読み上げるつわものも居たが、私は何とか要
点だけを報告して、詳しくはフォンテスの次号

を読んで下さいと締めくくった。果たして何分
の報告だったのか計ってみるべきであったと、
後になって後悔したが、会議が終わってから
議長から、協力してくれて有難うと感謝された
ところをみると、十分短かかったらしい。なお
その縮小版はすでに電子ニュースレターに載
っているし、全文はフォンテスに掲載されるこ
とになっているので、読んでみていただきたい。

　今回の会議は発表といい、シンポジウムと
いい、内容の濃いものが多く、大いに満足出
来るものであった。聞くところによると、発表
の申し込みが予想以上に多く、選ぶのに苦労
したという。なかにはびっくりするほどの大物
の発表を断ったという例もあったらしい。会場
は音楽院の大小５室、隣の図書館の４室を充
てたが、時には全会場で同時進行などという
場合もあり、しばしばどこに行くべきか選択に
困った。しかもこれは聞いておきたいという発
表に限って同じ時間に同時進行ということが多
い。ある日は目的の会場を目指して移動中に、
リュート音楽のパネルの議長を務めるメルボ
ルン大学の John Griffiths につかまり、「勿論
来てくれるんだろうね、フロアからの発言を期
待しているよ」と連れて行かれてしまった。と
ころが始まってみると、それぞれのパネラーの
発言が熱心で、
フロアにまわる
前に時 間 切 れ
となってしまっ
た。そのように
充実したセッシ
ョンが多く、日
本からは樋口君

金
澤
正
剛
支
部
長
に
よ
る
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Ⓗ

事務局長 Roger Flury　　　会長 Martie Severt　Ⓗ

沼野雄司さんⒽ
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が前田育英会蔵のモーツァルト資料について、
沼野雄司君が現代記譜法とその演奏に関する
問題について発表したが、いずれも IMS のセ
ッションにおいてであった。
　最後の日の晩は町の中央広場に面するホテ
ル・クラスナボルスキーに場所を変えて、フェ
アウェル・ディナーが催された。ホテル自体も
歴史的な建物であるが、会場となったウィンタ
ー・ガーデンは文化財に指定されているという
ことで、天井も高く、広 と々して、まさに最後
のパーティーを催すのに理想的な場所であっ
た。入口でひとりずつバラの花を渡されたが、
それによってメインディッシュの選択が分かる
ようになっていて、赤のバラは肉料理、白は魚
料理、黄色はヴェジタリアンということで、時
が来ると思い思いの席を取ったところでウェイ
ターが３種類の料理を運んできて、バラの色
に合わせて配ってまわるという、なかなか粋な
サービスであった。しかしこの時も会場は人の
波で埋め尽くされ、方々で別れを惜しむ姿が
見られたものの、中には目的の人を見つけられ
ずにさまよい歩いている人も少なくなかった。
　今回のような IAML と IMS の合同大会が
重要なのは、なんといっても音楽図書館員と

音楽学者が気軽に交流することの出来る機会
が与えられることである。もっとも IAML 日本
支部の会員には音楽学者が少なくないが、他
の国の支部ではなかなかそのようにはいかな
いらしく、このように音楽学者たちと親しく話
し合えるのは大変嬉しい、と何度か言われた。
実のところ私自身、IAML 日本支部の支部長
を勤めてはいるものの、外から見ればはっきり
と音楽学者として意識されて（というか、表現
は悪いが分類されて）いるのを感じた。もっと
もそれは決して悪いことではなく、それぞれお
互いの立場を十分認識して付き合っていくこと
が大切であると思う。また一方ではこのような
会を通じて、IAML と IMS の性格、ないしは
特徴の違いがはっきりと感じられたのも貴重
な経験であった。そのような違いは IAML が
毎年大会を催しているのに対して、IMS の大
会は５年に１度（もっともその間に臨時の会が
入ることはあるが）というところにも現れてい
る。次回の大会は、IAML は来年モスクワで、
IMS は３年後にローマで開催される。日本か
らも多くの参加者があることを期待している。

（かなざわ まさかた　IAML 日本支部支部長）

演奏会にてⒽ
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IAML/IMS 2009 Amsterdam

藤堂雍子

公共図書館と音楽院が隣接
　到着翌朝国立美術館で、楽しみにしていたフ
ランドル絵画を堪能。その足で駅前の運河の袂
を東埠頭に向かうと、ほどなくモダンな公共図
書館と並んでこれも移転して日も浅い音楽院 ( 旧
スヴェーリンク音楽院 ) に辿りついた。スタッフ
から「お昼がまだならお隣りの 7 階でどうぞ、そ
の間に会議登録準備しておきます」と勧められ、
公共図書館の最上階に向けてエスカレーターを
上り、両側に見える各フロアの設えに圧倒された。
最上階に上り詰めると、運河に向かって街を一

望できるすばらしいテラスが張り出していて、食
堂が広 と々フロアを占め、食材が市場さながら
に並び、これが図書館？と驚いた。バイキング式、
調理は目前のオープンキッチンで、というスタイ
ル。エントランス脇にもカフェ、案内カウンター
の側に誰でも弾けるピアノがさりげなく置かれ、
地下１階には児童図書室、吹き抜けから見守れて、
１日親子連れで図書館で過ごせる仕組みだ。都
立の日比谷図書館や麻布の中央図書館に、こう
いうスタイルが望めるかしらん？毎日のようにこ
の食堂 ( 会議参加者は優待割引 ) やセッション
会場に通いつつ思った。

カウンシルミーティングと総会
　翌５日( 日）午後からカウンシルミーティング
が始まった。以下要点のみ、木曜日2 回目のカ
ウンシル、最終日の総会もまとめて支部会員にと
って重要なことを列記する。1) 本部新事務局長、
電子ニューズレター新編集長の公募、2) 会計
から会費納入期限厳守の要請があり、2011年
の会費は、機関会員が Euro 60 からEuro 65、
個人会員は、Euro 36 からEuro 37 へ値上げ提
案、機関会員費についてのみ質疑があり、総会
で Euro 62 で承認された。3)2010 年は、3 年
毎の改選を控えている。会長候補は、長年プロ
グラム委員長の任にあった J. カサロ( 米 :ピッツ
バーグ大学）と、現事務局長の R.フリューリ（ニ
ュージーランド）。副会長４名の候補は、S.フラ
ビア（ポーランド）、A. ゴードン（英）、J. エッケ
ルー（ベルギー）、E.ディヴィス（米）、2 期目候
補として、J. バーグ（スペイン）と J.ランブレヒト

（独）の６名。候補者履歴 ( 写真付 )と投票用
紙は、Fontes 56-4 に同封し郵送される( 併行し
て Website からの電子投票も可能 )。投票有効
期限は 5 月1日。結果は、６月末モスクワ大会
で公表される。4)Fontes は、アムステルダム報告、
アジア特集 ( 日本も寄稿 )、索引編纂の企画概
要説明。5) 会費納入、選挙投票手段、Fontes
の電子化について技術・運用の双方で特別検討
課題（Ad Hoc Comitee)となっていたが、Fontes
は本年第 4 号から（毎年第 4 号のみ）pdf ファイ
ルでプリントアウト可能な版が始まる。6) 年次会
議で非会員の発表者には旅費を基金化し、補助
することも検討中。7) RILMと RIdIM の委員メ
ンバーに、Th.レイブニッツ（RILM オーストリア）
とCh. バンクス（RIdIM 英）・L. プギン ( 同スイ
ス ) へ、一部交代があった。8) 著作権委員会
座長は F.リバ ( 伊 ) からH.フォークナーが引き
継いだ。フォークナーはかつてBBCオーケストラ・
ライブラリアンで、現在は、R.ヴォーン・ウィリ
アムス及びディーリアス・トラストに所属している。
著作権実務を演奏者と作曲者の立場で蓄積して
いる人材だ。9)プログラム委員会のメンバーも
P.トンプソン、故 W.クリューガーから、A.ゴードン、
M.フィンガーフットに移行。10) 会議プログラム
印刷が、会議前にどこまで必要か、手間と出費

公
共
図
書
館
内
部
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が問題提議された。今年 IMS とのダブルプログ
ラム発行で問題噴出と推測される。登録前の案
内プログラムはより簡易版になり、適宜 Website
で更新し、会議場で最終版が印刷配布となるだ
ろう。11) デンマークとノルウェー支部から将来
の IAML についてのアンケート調査提案が説明
されようとしたが、プログラム委員会が既に準備
( 会議後 Websiteで公表）している年次会議に
ついてのアンケートと時期も内容も重なり、混乱
を避けることも指摘され却下された。このアンケ
ート結果は、来年モスクワで公表される。
　夕刻音楽院 B. ハイティンクホールで、ジャズセ
ッションを挟んでオープニングセレモニーの後、公
共図書館７F 食堂 La Placeで、ビュフェ。
　日本支部からの会議出席者は、金澤正剛、樋
口隆一、井上公子、関根和江、劉薇各氏と筆者
の６名。日程後半に IMS での発表を携え、沼野
雄司氏も加わった。

海賊湾岸のセイレンに擬えて
　６日（月） オープニングセッションは、ハーグ
王立図書館のコレクションとサーヴィス部長から

「海賊湾岸のセイレン」と題する基調講演があっ
た。10 日ほど前に急逝した M. ジャクソンを「ポ
ップ界の著作権王」、急進するデジタル革命にお
ける犠牲の象徴として引用し、メディアを海の精
セイレンに擬えている。海に呑み込まれることな
く海賊 ( 我ら図書館 ?）が波涛を乗り切るには
どうするか？17 世紀から今日までのオランダの
新聞デジタル化を戦略的に推進、またオランダ
劇場研究所の要請と協力を得て1900-1950 年
の期間に出版された楽譜（まだ 70% は著作権
保護期間にあり、出版社と協議しなければなら
ない ) のデジタル化を果敢に推進している例を
挙げた。フルテキストは会議後わずか2 週間で
UP された電子ニューズレター最新号 (v.33) に掲
載されている。

IAML ヘッドライン情報
　続いて参加者全員に関係する専門情報トピッ
クスが短信の形で報告された。J. ロバーツ( カ
リフォルニア・バークレイ校 ) はニューグローヴ
音楽辞典のオンライン更新について、OUP 社
が、ニューヨークに事務所を移し L.マーシーを
中心に IAML, IMS 他の学会との月例会議を設

けた。② G. オストローヴ ( 米 LC) は、「典拠デ
ータに機械／人の双方がアクセスできる新サー
ビス」について、LC( 米 ), BNF( 仏 ), DNB( 独 )、
TELplus(EU) など主要典拠ファイルとリンクする
VIAF(international)Web テスト版 (OCLC 提供 )
登場などを解説 1した。典拠コントロールされた「人
名」や将来は「音楽関連件名」をカタロガー用や
システム上だけでなく、アクセスできることが目指
されている。③ A. ゴードンは( 英 BL)、M.ジョー
ンズの代理で、音楽作品のユニホーム・タイトル
を上記プロジェクトに組み込めるかについて現時
点での疑問点を投げかけた。④ M. ジャンティル
テデッキは、「モーツァルト書簡集」（参照 IAML 
Newsletter v.32 p.4）パイロット・プロジェクト
を解説補足。

オランダの音楽：伝統
  午後の基調講演では、満席の音楽院ホールに
現れた T. コープマ
ンが、ハープシコ
ードを側らに据え、

「オランダには収集
の長い歴史がある」
と切り出し、RISM
は私的コレクションを対象としていないことを指
摘し、自身を含めた収蔵楽譜とそれに纏わる蘊
蓄を、彼の演奏さながら、独特の活き活きと舌
なめずりするような楽しそうな語り口で話し、か
つ演奏してみせた。

　午後後半は、各国支部報告が例年の通り発表さ
れたが、いつも時間不足になる。直前になって「短
縮して」と迫られ、報告者全員は大あわて。用意さ
れた全文は、いずれ Fontes 56-4 に掲載されるが、
まずは電子ニューズレター v.33( 既報写真付 ) 短縮
版でご覧頂こう。

ポータルとアーカイヴ
　７日（火） 「ポータルとアーカイヴ」と銘打った

コープマン
（上・左ともⒽ）
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アーカイヴと音楽ドキュメンテーション部会及び
プログラム委員会共催セッションでは、まず、パ
リのシテ・ドゥ・ラ・ミュージック（パリ市公共
音楽図書館）から国立機関と連携する舞台芸
術アーカイヴ：「フランスのオーケストラ」2、及
び「ワールド・ミュージック」、２つのポータルサ
イトの進捗が紹介された。前者は、伝統的なオ
ーケストラのサイトで歴史やコンサート案内をめ
ざしているが、ワールド・ミュージックのサイト
は、所謂世界の民族音楽や、スペクタクルの紹
介 で、OAI (Open Archives Intiative):Protocol 
metadata harvesting 3 を試用している。AV デ
ータの自動収集、メタデータを交換するプロトコ
ルを用い、Java を活用していて、そのテクノロジ
ーの成果発表が主旨であることが覗われたが、
サイトとしては初期段階と見て取れた。フロアー
のベテランから、ユネスコの品質の高い AV 資
料等を引き合いに、ソースの選択やネットワーク
の必要性など、助言を受ける場面もあった。一
方、「ギリシア音楽図書館における1870 年から
1960 年までの歌曲のデジタル・アーカイヴ」は、
図書館開設の19 世紀後半以降現代まで 90 年
に渡り収集された写真、ヴィデオ、楽譜、また
多様なポピュラー歌曲資料 6000 曲のデジタル
化が進んでいる 4。一方、書誌委員会とプログ
ラム委員会セッションでは、「手書き楽譜の文化」
をテーマとし、フランス国立図書館からの報告「音
楽院コンサート協会 1828-1967」を聴いた。こ
の時代の音楽院オーケストラの歴史的資料は、
国立図書館がドキュメントを含め管轄しているこ
とはよく知られている。手書きのオーケストラ・
パーツや演奏指示など、とりわけベートーヴェン
作品をフランスに紹介したことで知られるFr.A.ア
ブネック5 指揮時代 (1828-1848) の交響曲手書
き楽譜は、当時の演奏実技の実際を知り、ベー
トーヴェン受容の点でも貴重な手がかりとなる。

オランダの音楽：現代
　２日目にも、基調講演が準備されており、オ
ランダを代表する現代作曲家、Ｌ. アンドリーセ
ン (1939-) がインタビューアーと共に登場し、コ
ンサートで演奏される自作について、また国際的
な作曲法教師としての持論を語った。
　中央駅の北側運河に張り出すように新設されたミュ

ージック・ヘボウ大ホールで、アンドリーセンのコン
サートが夕刻から催された。ジャズシンガー、サックス、
ブラスバンドのアンサンブル “M is for Man, Music, 
Mozart (1991年作曲 7 ）” を中心に据えた彼の３作品
とＪ．ルーケンスの作品でコンサートは構成され、熱
烈な拍手で終わった。ネーデルランド・ダンスの流れ
を汲むのだろうか、裸体群像のヴィデオを伴う上記作
品は、演奏中も客席からどよめきが聞こえてくる、い
ささかヘビーな大作だった。夜風に吹かれて広大な
運河沿いを街の基点である駅までそぞろ歩き、ホッと
ひと息ついた。

多国籍コレクション
　研究図書館部会「多国籍コレクション」と題さ
れたセッションの最初は、バーゼルに在るP.ザ
ッヒャー財団所蔵の「R.グルムバッヒャー・コレ
クションの形成」を M.マッキオーネ（ローマ大学）
が発表。2004 年に 81 才で没したスイスの音
楽愛好の銀行家が 50 年間に渡り集めたコレク
ション。調性から無調にいたる広範囲な作曲家
自筆譜で収集の特徴を分析。S.B.ドルセィ（米ノ
ースキャロライナ大学 ) は、「N.ブーランジェと米
国の初期女性作曲家 L. タルマ」の報告。N. ブ
ーランジェを米国に最初に招聘し、自身もフォン
テンブローのアメリカ音楽院で学び、かつ教え
た。LC とフランス国立図書館所蔵の 500 通に
及ぶ書簡コレクションは、親密で活発な永年の
交流関係を立証する。セッション最後は、Ｍ .ブ
ローナ ( ポーランド国立ショパン研究所 ) による

「生誕 200 年を迎えるショパン 2010」の発表。
写真、録音資料をワルシャワのショパン博物館
と協力し集大成し、自筆譜、書簡、スケッチは
無論のこと、近年の出版譜、研究書類、国内コ
ンクールやフェスティヴァルのみならず、国外の
関連イヴェントの資料も収集し IAML を通じ公
表するヴィジョンを披露した。散逸を避けること
を命題とし、情報センター機能を、と抱負を述
べた。IAMLワルシャワ会議は2005年だったが、
これからが東欧の情報社会成長期なのだろう 6。

コア・コンピテンスか？
　8 日（水）  サーヴィスとトレーニング委員会

「専門職あるいは非専門職のためのトレーニン
グ」では、まず、J.ヴァルク( ロッテルダムの公
立図書館 ) が「地方公共図書館での非音楽専門
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ライブラリアンのための短期研修：初心者のた
めの音楽」と題し、音楽バックグラウンドのある
ライブラリアンの欠落を、一般のライブラリアン
が補完するための短期研修の事例を報告した。
視聴覚資料・楽譜など音楽特有の資料の特徴
や目録のしくみ、活用方法の違いを挙げ、公共
図書館ニーズとして、ポピュラー音楽の楽譜や、
インターネットからmidi ファイルを如何に入手す
るかなども必須であったと述べた。他方、J.ディ
エト（バイエルン州立図書館）は、「シュトゥット
ガルトのメディア大学専門課程で、修士課程学
生を対象としたミュージック・ライブラリアンコー
ス設置」を報告。図書館及び情報マネージメン
トの学士、及び修士課程に提案している。修士
課程は４期（２年）継続し、図書館学、ドキュメ
ンテーション、あるいは情報マネージメントで学
位取得課程あるいはディプロマを求め、音楽情
報マネージメント(MIM)と互換する単位を含ん
でいる。つまり外部からの参加者のための専門
トレーニングとしても有効な提案となっている。
MIM の単位は、冬期にもおかれ、「音楽の目録
法」、「音楽ビジネスと音楽サーヴィス」、「デジタ
ル音楽図書館」、「デジタル音楽アーカイヴ」を
含む。今年11月から３ヶ月間インターネット教育
も実現する。来２月には２週間の集中セミナーも
ある一方、さらに、メディア大学の夏期学校期間
(5月）に、英語でのコースも予定されている。シ
ュトゥットガルトでのこれらの音楽図書館学の組
織化は、亡くなった W.クリューガー教授が続け
てきたことに外ならない。他にもライプツィッヒ、
ハノーヴァーで音楽図書館員養成コースがある。
一方米国で現在音楽図書館学教育に携わってい
るJ.ワグスタッフ（イリノイ大学アーバナ＆シャン
ペーン校＆英オックスフォード大兼務）は、MLA
の詳細なコア・コンピテンス 8 や自身のカリキュ
ラム 9 の解説をした。もともと1990 年代企業
経営戦略用語として生まれたコア・コンピテンス
8b 方式は、硬直性をもたらす危険もあることを指
摘し、日々職務内容が進化しており、図書館専
門教育は、常に可変的進行形でなければならず、
始めにシステムありきではないと彼は終始物静
かに述べた。自著の近刊案内を 8 月に示した 9。

Hofmeister XIX　過去と現在
　９日（木） 書誌委員会で、昨年プロジェクト
の終結宣言をした「Hofmeister の歴史的経
緯」を J. イェーネケ（ベルリン国立図書館）、

「HofmeisterXIX 遂行」Ch. バンクス( 英アバデ
ィーン大学 )、そしてこの「DB を使ったブラーム
スとマーラーについて」P. バンクスと K. ハミルト
ン (RCM) が報告した。20 年前 (1987) に古書
業 Dan Fog 社が19 世紀印刷楽譜出版目録の
DB 化を提案したことから始まった。原本から機
械可読への変換は、印字読み取りが難しく、専
従スタッフが 33 万件のレコード量に耐えきれず

（1829-1900 年の月刊出版目録 )、構成メンバー
の出入りもあった。結果、IAML、オーストリア
国立図書館、ロンドン大学ローヤル・ホロウェイ
校などが共同で引き受け、サーバーは現在ロン
ドン大学にある 10。19 世紀出版楽譜書誌情報
であって、所在情報ではない。しかし、作曲者、
タイトル、出版年、出版地、分類から検索・活
用すれば、マーラー作品の1880~1920 年の出
版年代の特定が可能となり11、ブラームスの「愛
の歌 op. 52」４重唱＆ピアノ４手版 (1869) につ
いても、他の編曲版の年代特定が可能となると
いう事例が報告された。1900 年以降の出版情
報のデータベース化をウィーン国立図書館で今
後引き受ける可能性なども言及された。
　夕方のコンサートはイランを含むオランダの現代
合唱作品。当地はユダヤ文化と隣り合わせの街で
もあることを感じた。

音楽教育機関それぞれの現場で
　10 日( 金）音楽教育機関図書館部会で「書
誌とインターネット」がテーマ。IMS スイスの役
員でもあるD. バウマン( チューリヒ大学 ) は、教
師や学生にとっての学習環境の変化を挙げ、音
楽学研究者育成に沿った戦略的な方法を統計
資料を挙げながら説いた。続けて「図書館と世
界の音楽情報：図書をキープすること、我らの
価値を保存すること」J. ゴットリーブは所属する
ジュリアード音楽学校で 2006 年からWorldCat
を導入し、OCLC が教育資源として提供している”
世界の音楽情報” を使い、印刷物と電子情報を
双方使って教育の補強をしている。自身の近著
12 の中でもジュリアードでの演奏家のための有効
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な資源と検索技術の具体例をデモンストレーシ
ョンしていて、インターネット情報の具体的評価
方法に言及している。一方、ワシントン D.C. にも
近いジョージメーソン大学の音楽学部リエゾン
ライブラリアン、S.ゲルバーは、「[ 図書館に ] ち
ょっと立ち寄って音楽 [ 書誌 ] 学を取り込んでみ
よう」という講座を 2007 年から始め、アクティ
ヴな図書館サーヴィスとして、レファレンス担当
が入学時にオリエンテーションやインストラクシ
ョンするような内容を、短期講座で常設し、収
書のプロセスに学生や教員を協力メンバーに加
え、館内の設備デザイン変更にも学生参加させ
る、など身近な図書館への足がかりをつける工

夫を披露した。デスクワークではない演奏や舞
台芸術畑とアカデミックな図書館活用にも行動
様式に距離があり、日常的に音楽図書館が身近
であるためのステップ作りは、音楽演奏家教育
機関として常に課題である。
　午後の総会兼クロージング・セッションでは、
W.クリューガーとA.レーンを偲ぶメッセージ、そし
て来年のモスクワ会議に向けてプロモート・ヴィデ
オ（会議HPもUP 13）上映もあったことを付記して
おこう。会議全日程は終了し、ダム広場の一角にあ
る伝統的なクラスナポルスキー・ホテル「冬の庭」
でのフェアウェルは、生演奏やダンスもあるにぎや
かなディナーとなった。

注
1 http://id.loc.gov/authorities/ 

 http://www.oclc.org/research/projects/viaf/; http://viaf.org/

2 http://www.viedesorchestres.fr

3 http://www.openarchives.org/OAI/openarchivesprotocol.html 国立情報学研究所学術基盤推進部学術コ
ンテンツ課で日本語訳出している。http://www.nii.ac.jp/irp//archive/translation/oai-pmh2.0/

4 http://digma.mmb.org.gr/Default.aspx

5 Habeneck(1781-1849）は、マンハイム宮廷楽隊 にいた父の元から早期にフランスに留学し、パリ音楽
院でオーケストラ指導に当たったヴァイオリン奏者。ベルリオーズの回想録の中での評価は低い。

6 http://en.chopin.nifc.pl/chopin/main/inf

7 主要出版は、Boosey ＆ Hawkes、Donemus 

8 Core competencies and music librarians / prepared by David Hunter on behalf  of  the Library School 

Liaison Subcommittee of  the Music Library Association. April 2002;     http://www.musiclibraryassoc.org/

pdf/Core_competencies.pdf

8b http://www.atmarkit.co.jp/aig/04biz/corecompetence.html

9 Outline of  course LIS530ALE in Music Librarianship and Bibliography (Syllabus for Spring 2009)/ John 

Wagstaff; 近著 Music librarianship: a bibliography of  principles and practice / John Wagstaff  Ashgate, 2009  

ISBN: 1859281346 ; 978-1859281345 

10 http://www.hofmeister.rhul.ac.uk/2008/index.html

11 http://www.cph.rcm.ac.uk/MahlerCat/pages/index.htm

12 Music Libraries and Research Skills / Jane Gottlieb. Prentice Hall, c2009  ISBN-10: 0131584340

 http://pulaski.lhi.is/bokasafn/Conference/Jane.pdf

13 http://www.iamlcongress2010.ru/

ロビー風景Ⓗ 閉会式Ⓗ

（とうどう やすこ　IAML 日本支部副支部長）
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IAML/IMS アムステルダム大会 2009 に参加して
大わらわで駆け抜けた水曜日

樋口隆一

　アムステルダム大会は、IAML と IMS（国
際音楽学会）の合同大会ということで、延べ
500 名近い参加があり、過去最大の大イベン
トとなった。会場はアムステルダム音楽大学と、
隣接するパブリック・ライブラリーのホールや
会議室を総動員せざるをえず、主催者である
オランダの実行委員会の苦労が偲ばれた。私
自身も両方の団体で役員をしているため、たく
さんの会議を渡り歩き、さらに司会やら発表
もあったため、まさに大忙しの1 週間であった。
反面、二つの団体の要人たちとの交流が効率
的に行われたため、非常に充実した大会とな
ったことも事実である。
　私自身のお役目を述べると、IAML 関係で
は、RILM の日本国内委員会である音楽文献
目録委員会委員長のほか、まだ国内委員会が
存在していない RISM にも、2006 年以来個
人的に参加して、日本の IAML に情報を伝達
する努力をしてきた。これは、委員長がライ
プツィヒ・バッハ・アルヒーフのクリストフ・ヴ
ォルフ所長であるため、「新バッハ全集」以来
の長年の交友が役に立っている。フランクフ
ルト本部のクラウス・カイル所長には、私が明
治学院大学の大学院生たちと進めてきたデー
タ入力ソフト Kallisto の日本語マニュアル作
成の仕事がすでに最終段階に入っていること、
日本音楽学会、IAML 日本支部、音楽図書館
協議会によって「日本の音楽資料」委員会が
発足することなどを報告し、喜ばれた。

　RILM に関し
ては、事務局長
のバーバラ・ド
ッブス・マッケ
ンジーとの再会
を喜んだほか、
最終日のフェア
ウェル・ディナ
ーでは、たまた
まニューヨーク

事務局のマリア・ローズさんと隣あわせで座っ

たため、新しい入力ソフト Ibis のことなど、楽
しく情報交換ができたのも幸いだった。日本
の RILM 事務局でもお手伝いいただいている
福中冬子さんとも親しいらしく、彼女が明治
学院大学でも講師をしてくれていることなど、
会話が弾んだ。彼女自身もすぐれたフォルテ
ピアノ奏者ということで、明治学院バッハ・ア
カデミーにおける古楽器によるベートーヴェン・
シリーズのことなどをお話しして盛り上がった。
　私自身がいちばん忙しかったのは、8 日（水）
であった。朝の 9 時から、IMS-Session “Asia”
の司会を仰せつかっていた。アジアの音楽に
関してはあまり知識はないのだが、なにしろ
IMS の理事のひとりなので、プログラム委員
会からのたっての頼みに引き受けざるを得な
かったわけだ。ところがその内容は大変興味
深く、大いに役得を実感したしだいである。
　フランスの『樂記』の研究家ヴェロニク・ア
レクサンドル・ジュルノーの発表は、古代中国
の琴タブラチュアの解読についての報告。台
湾のワンチュン・リーの発表は、中国本土で
は消滅してしまった二四譜が、台湾の人形劇
の音楽でいまだに使われているという興味深
い報告だった。またアメリカのジェレミー・グ
リムショーは、アメリカの大学でのガムラン音
楽の教育と研究についての報告。それぞれパ
ワーポイントによる画像と音楽をふんだんに
使いながらのプレゼンテーションが興味深か
った。
　11 時 か ら は、IAML/IMS 合 同 Session 
“Libraries and Collections” が始まったが、
こんどは自分が発表をする番だ。トップバッタ
ーはキエフから来たエレーナ・ジンケヴィチ。
昨年 9 月に、彼女が主宰する国際シンポジウ
ムに招待されたばかりだったから、ウクライナ
風の熱烈抱擁で再会を喜び合ったのはいうま
でもない。クリストフ・ヴォルフが新発見した
ことになっているベルリン・ジングアカデミー
のコレクションは、ウクライナやロシアでは昔
からよく知られていて、演奏にも利用されてい
たという内容。欧米中心の音楽学に対する暗
黙の批判が込められていた。
　ボローニャのアルフレード・ヴィトロとバーク
レーのケイト・ヴァン・オーデンによる発表は、

RILM 編集長
Barbara Dobbs-Mackenzie
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ボローニャのマルティーニ神父が所有していた
ルネサンス音楽コレクションの再発見に関する
報告。マドリッド大学から来たラウラ・デ・ミ
ゲル・フェルテスとルース・ピケル・サンクレメ
ンテというふたりの若い女性は、同大学が所
蔵する1825 ～ 1925 年のイタリア・オペラの
手稿譜コレクションについて報告した。
　セッションの最後は、いよいよ私の番だ。

「東京のモーツァル
ト・スケッチシー
ト。彼の最初のプ
ラハ旅行（1787 年）
以後の創作期のた
めの鉱脈」という
のが、ドイツ語に
よる発表の題名である。前田育徳財団尊経閣
文庫が所蔵するモーツァルト・スケッチシート
については、すでに 2006 年に明治学院大学
で行った国際シンポジウムで発表し、その報
告は『進化するモーツァルト』（春秋社、2007年）
にある。今回はその中から、前田利為侯爵に
よる自筆譜蒐集の詳細について報告し、さら
に多岐にわたるスケッチシートの内容が、それ
ぞれ具体的にいつ頃書き込まれたかについて、
私なりに推定を試みたのだった。
　幸いにしてパワーポイントを使った発表は
楽しく過ぎ、ドイツやスイスの研究者が意見
を言いに来てくれ、「どの雑誌に出すんだ」な
どと聞いてくれた。その後もメールによる論争
が続いており、ある段階に来たら、学会誌へ
の寄稿を考えねばならない。嬉しかったのは、
昨年、明治学院大学に招聘教授でお呼びした

『新ベートーヴェン全集』のエルンスト・ヘル
トリヒ博士夫妻が、私の発表を聞くためにわ
ざわざドイツのボンから車を飛ばして来てくれ
たことだ。
　残念ながら、発表が終わっても彼らと歓談
を続ける時間は許されなかった。昼休みには
隣接するパブリック・ライブラリーの会議室で、
IMS の理事会が開かれているのだ。ノートパ
ソコンをたたみ、コード類を取り外すのもそこ
そこに、隣の建物へと駆けつけた。
　理事会はランチタイムなので、サンドウィッ
チを食べながら行う。朝からの労働でさすが

に腹が減っていたので、直径 7 ～ 8 センチも
あろうかというあの大きなサンドウィッチを 2
～ 3 個たいらげた。
　理事会が終わると、次は遠足だ。幸い集合
場所はホテルのそばだったので、ともかくパソ
コンなど荷物を部屋に置き、大急ぎで着替え
ると、運河沿いの集合場所へと急いだ。目的
地別に何台もバスが並んでいるが、もうみん
な乗り込み、ほとんど最後の客である私を待
っていた。すると「先生～～！」と黄色い声を
上げながら、大柄な日本女性がふたり手を振
っている。オランダ在住の明治学院卒業生が、
先回りして待っていたのだ。ひとりはアムステ
ルダム音楽大学でルーシー・ファン・ダールの
もとでバロック・ヴァイオリンを学んでいる木
村理恵（その後 8 月のブリュージュ古楽コンク
ールで 2 位になったらしい）。もうひとりは、オ
ランダ人の弁護士と結婚してハーグに住む自称

「ダッチ・ワイフ」のエミちゃんだった。バスの
中からは好奇の視線。ともかく翌日のコンサ
ートでまた会うことにして、ようやくバスに乗り
込んだ。
　バスが目指すのは近郊のハールレム。聖バ
ーヴォ教会
には 10 歳
のモーツァ
ルトも弾い
たというク
リスティア
ン・ミュラ
ー製の大オルガンがある。この教会には前に
もいちど来たことがあるが、IAML の遠足とな
ると話は別だ。専属オルガニストの解説とミニ・

Dr. Ernst Hertrich 夫妻→
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I A M L  2 0 0 9  i n  A m s t e r d a m .  
The excursion

関根和江

　７月８日（水）午後の遠足は、連日の緊迫し
た研究発表からひと息つく格好の機会となっ
た。いずれも魅力的な選択肢 1 の中から、筆
者は、ハーレム Haarlem2 のオルガン見学コ
ースに参加した。
　当日は、午前の発表を聞き、急ぎ昼食を済
ませた後、３台のバスに分乗してアムステルダ
ムを出発した。オランダの肝っ玉母さんによる
ガイド付きである。
　バスは、アムステルダム中央駅近くで高速
道に入った。西へ西へとひた走り、およそ２０
キロ先のハーレムを目指す。あいにく不安定な
空模様ではあったが、つかの間の休息を楽し
むべく、参加者たちは一様に晴れやかな顔を
している。
　運河沿いの道からは、ところどころに点在
する風車が見え、ここがオランダであることを
実感する。市街地からさほどの距離ではない
にもかかわらず、水と緑の田園が目の前に広
がっているのも、新鮮な驚きであった。
　オランダといえば誰でもすぐにチューリップ
畑を連想しよう。チューリップ栽培は、17 世
紀にハーレムで始まったのだが、この地は、現
在も栽培の中心地である。園芸農業が盛んで、
シーズンになると、畑一面に色とりどりのチュ
ーリップが咲き誇り、有名な花祭りには花車の
パレードが出るという。今は７月。すでに花の
時期は終わっており、沿道からはその片鱗も
垣間見ることがかなわなかったが、美しい花
の季節に是非とも再訪したいものである。

　窓外にたたずむヨーロッパの古い町並みを
楽しむ間に、バスはスパーネル運河を渡って
街の中へ。ほどなく、駐車場に到着した。
　町の中央にあるグローテ・マルクト広場と、
その一角に空高く聳え立つ聖バフォ教会 3 の
美しい塔が、姿を見せる。高さ 80 メートルと
いう。1980 年から1985 年にかけて改修工
事が行なわれた教会は、全く古さを感じさせ
ない。

コンサートで、このオルガンの透明な響きを楽
しむことができた。
　教会見学にはボンのヘルトリヒ博士夫妻も
合流し、さらにバスが向かったのは郊外にあ
る「メカニカル・オルガン博物館」。倉庫の一
角のようなところだが、1909 年製造というヨ
ーロッパ最大の自動オルガン（クンケル製）が、
轟音で鳴り響いた。

　遠足の一行はバスでアムステルダムに帰る
わけだが、私とヘルトリヒ夫妻は別行動。タク
シーでハールレム市内に戻り、聖バーヴォ教会
の近くで小さなビストロを見つけ、ワインの杯
を傾けながら旧交を温めた。アムステルダム
には電車で帰った。ほんとうはさらに、夜の
9 時から RILM 主催のレセプションがあった
のだが、東京駅のモデルとなった煉瓦造りの
アムステルダム中央駅についたころにはさすが
に睡魔が襲ってきた。ホテルに直行し、私の
長い一日は終わった。
　IAML 総会では金澤正剛委員長による日本
支部の活動報告があったし、IMS 総会では、
2012 年の世界大会がローマで開催されること
が決まった。IMS 理事会ではその次の 2017
年の世界大会も話題になったので、私は「日
本での開催も検討している」と手を挙げてお
いた。前年の 2016 年には東京オリンピックも
候補に挙がっている。東京になるか京都にな
るかは今後の検討課題だが、日本もそのあた
りで開催しておかないと、他のアジア諸国の
後塵を拝することにもなろう。私としては、例
年「京都賞」授賞式が行われる京都の国際会
議場あたりでできればすばらしいのではない
かと考えている。

（ひぐち りゅういち　明治学院大学）

＊ 9 月 7 日に受領した原稿です。
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　ハーレムは、ノルドホランド州の州都で、17
世紀オランダの黄金時代に中心的役割を担
い、繊維工業、造船所、ビール醸造所で栄えた。
特にリネンと絹はこの都市に莫大な富をもたら
す。古来、広い広場と聳え立つ教会の存在は、
そこが国の中心的な大都市であることを象徴
するものであり、数世紀の時を経た今、広場
に立って周囲を見回しても、当時の繁栄ぶりを
容易に想像することができた。

　静かな情緒あふれるこの区域は、車の進入
が規制され、清掃が行き届いている。広い石
畳の広場には、ゴミ一つない。昔の面影を意
識的に保存しているのであろう。後期ゴシック
様式の美しい教会、しゃれたカフェやレストラ
ンに囲まれていると、一瞬当時のこの町にタイ
ムスリップしたかのような錯覚に捕らわれる。

　教会の中に入ると、まず太い柱と高い天井
に圧倒される。白を基調とした壁や柱に対して、
赤を基調としたパイプオルガンは、装飾の少
ない教会内で独特の存在感を放っている。
　クリスティアン・ミュラー 4 作によるパイプ
オルガンである。
　聖堂西側の壁全面を被うように作られたオ
ルガンは、床からおよそ 30 メートルの高さを
誇り、25 体の等身大の彫像によって（すべて、
アムステルダムの彫刻家 Jan van Logteren の
作）美しい装飾が施されている。尖塔からは、
２匹のライオンがハーレムの紋章を抱いて会

衆を見守っている。

　 オ ル ガ ン は、1735 年 に 着 手、1738 年
に建造された。以後何度か修理されたが、
1959 年から1963 年にかけてデンマークの
Marcussen 社によって大規模な改修が行われ
た。これによって、およそ 90 パーセントのパ
イプが原型通りに復元されている。また、そ
の後 Zaandam のオルガン製造会社 Flentrop
がメンテナンスを行なう際、チューニングをや
り直したことにより、現在では、ほぼ創建時の
ままの響きが再現されるようになった。
　実際に聴いた音は、ゆったりして、張りのあ
る、均質な響きであった。
　オルガンは、3 段の手鍵盤とペダル、68 個
のストップ、5068 本のパイプ（最長は 32 フィ

ート＝11 メートル）を備え、ケースは松材で、
赤褐色に彩色されている。パイプは全て金属



14

IAML 日本支部ニューズレター 第 37 号

製である。バロック作品を始め、現代作品ま
で対応できるようにチューニングされている。

　1738 年、オルガンが完成すると、その評
判はヨーロッパ中に広まり、多くの見物客がこ
の地を訪れた。観光スポットとして脚光を浴
びたのである。1740 年 9 月と、1750 年にヘン
デルが、また 1766 年 1 月には 10 歳のモーツ
ァルトが、パリ、ロンドンへの旅行の帰途立ち
寄り、このオルガンを演奏した。
　教会では、毎年 5 月から10 月の毎週土曜
日と日曜日に礼拝が行われ、ミュラー・オルガ
ンの響きが聖堂を満たす。
　夏には、毎週のように市民オルガンコンサ
ートが開催され、それを目当てにハーレムを
訪れる人も多いと聞く。隔年で国際オルガン・
コンクール 5 も開かれる。

　教会内の見学を一通り済ませた頃合いを見
計らい、オルガン演奏が披露された。目から
も耳からもオルガンを楽しむという贅沢なひと
時を過ごすことができた。これも IAML なら
ではの企画といえよう。聖堂を満たす大音響
に身を震わす一方、耳をくすぐるような繊細な
音色を堪能することができた。
　演奏されたのは、以下の曲である。

Wolfgang Amadeus Mozart (1756-1791): 
	 Kirchensonate D-dur, KV 144
Johann Sebastian Bach (1685-1750): 
	 Two choral preludes: 

‘Her r,  Got t ,  nun sch leuss  den 
Himmel auf’ , BWV 617

‘Wachet auf, ruft uns die Stimme’ , 
BWV 645

Jan Zwart (1877-1937): 
	  ‘Abide with me’
Johann Sebastian Bach: 
	 Toccata & Fugue d-moll, BWV 565

　余談ではあるが、Jan Zwart は、今会議の
組織委員長 Fritz Zwart 氏（MI-Netherlands
Music Institute, The Hague）の御尊祖父で、
オランダのオルガニストであり改革派教会の声

楽曲に基づいたオルガン曲を多数作曲した人
である。
　演奏者 Anton Pauw は、1991 年以来この
教会の専属オルガニストの一人で、アムステル
ダムのスヴェーリンク音楽院で学んだ。卒業後、
Ton Koopman、Jean Boyer に師 事して、研
鑽を積む。教会勤務の傍ら、ラジオ・テレビ
に出演、コンサート活動も行ない、CD をリリ
ースしている。レパートリーは、バロックから
現代までと幅広い。自らオルガン作品を作曲
もする。
　温かい人柄が窺える力演であった。

　演奏の後で、オルガン横の狭い急勾配の階
段を上り、オルガンを間近に見る機会が与え
られた。チャーミングな演奏者から、直接オ
ルガンの説明を聞くことができたことも得難い
体験であった。

　教会でのミニ・コンサートにすっかり癒され
た筆者を乗せて、バスは本日第２の目的地に
向う。
　運河に沿って進むにつれて、新しい建物の
間に、時代を感じさせる趣のある切妻屋根の
建物が点在するのが見え隠れする。耳を澄ま
すと、町のたたずまいそのものが、無言でそ
の歴史を物語っているかのように感じられた。

　次に案内されたのは、メカニカル・オルガン・
ミュージアム Draaiorgel Museum であった。
　1909 年に作られた博物館は、現在財団に
よって運営され、ヨーロッパ随一のメカニカル・
オルガン Kunkels Orgel コレクションを有す
る。
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　古い工場跡地を利用したような空間に、無
造作とも思える状態で置かれた楽器を、間近
で見学するだけでなく、実際に演奏されるメカ
ニックを、裏側から見せていただく幸運に恵ま
れた。

　どのオルガンにも色とりどりの華やかな装飾
が施され、回転木馬のように動くモニュメント
もあり、オルガンの音を楽しむと同時に、人

ハーレムの公式サイト：http://www.haarlem.nl/

聖バヴォ教会：http://www.bavo.nl （オルガンの音が試聴できる）
メカニカル・オルガン・ミュージアム：http://www.draaiorgelmuseum.org/

注
1 1. Concertgebouw and Jordaan  2. Historical Amsterdam  3. Amsterdam School architecture  4. Organs in 

Haarlem  5. Holland a land of  polders  6. Windmills in the Zaan area

2	ニューヨーク市マンハッタン区北部地区のハーレム Harlem の由来となった町である。こちらは ʻaʼ が
一つ少ない。

3 De Grote of  Sint Bavokerk te Haarlem 聖バフォ教会。聖バーフ教会（大教会）、シント・バーヴォーと
も訳される。1245 年の記録に登場するという歴史のある教会だが、1347 年と 1351 年の 2 回、火災に
より大被害を被り、1370 年から 1538 年の長い工事を経て、現在の教会が建てられた。聖堂の床には
約 1500 枚の煉瓦が敷き詰められているが、最古のものは 15 世紀まで遡ることができる。今年 8 月 22

日に、秋篠宮ご夫妻がこの教会を訪れ、歓迎の演奏会が開かれたとのニュースは耳新しい。
4	クリスティアン・ミュラー Christian Müller (1690-1763) は、ドイツ屈指のオルガン建造家である。当時、

ネーデルラントでは、ドイツ人の建造家によって多くのオルガンが作られたが、ミュラーは、垂直の
線を強調したオルガンを多数建造している。

5 次回の国際コンクールは、2010 年７月 6 日から 31 日の開催がアナウンスされている。

（せきね　かずえ　東京藝術大学）

形の動きを見ながら、幼い頃無心に遊んだ遊
園地を思い出し、ひと時、密かにノスタルジ
ーに浸る。

　見学の合間には、ティータイムも用意され、
茶菓がふるまわれた。おいしいチョコレートを
いただき、幸せな気分に満たされながら、筆
者は帰りのバスに揺られた。ハーレムと名残
を惜しみつつ、オルガンの余韻を友として。
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第 37 号

　諸般の事情により発行が遅れてしまいまし
たが、アムステルダム特集をようやく皆様にお
届けすることができました。原稿を執筆してく
ださった方々、また快く写真をご提供くださっ
た方々に、あつく御礼申し上げます。
　日本支部ウェブサイトにアップした pdf で
は、写真をカラーでご覧になることができます。
紙幅の都合で紙媒体のニューズレターに掲載
できなかった写真もウェブ版には収録していま
すので、どうぞご覧ください。（末永）

■事務局長の辞任について

　松下鈞事務局長は本年10 月末日をもって休
会され、同時に事務局長を辞任されました。

　役員会では、選挙の際に次点だった藤堂雍
子副支部長に対し、当面の間、事務局長代行
を兼務していただくよう依頼し、ご快諾いただ
きましたことをお知らせいたします。

■日本近代音楽館の閉鎖に伴う事務局移転
について

　各種メディアでも報じられた通り、財団法
人日本近代音楽財団日本近代音楽館（館長
遠山一行氏＝ IAML 日本支部名誉会員）は、
2010 年 3 月いっぱいで閉鎖、所蔵資料を明
治学院大学に移管することになりました。

　同館は IAML 日本支部創設以来のメンバー
であり、30 年にわたって事務局所在館を担当
していただいておりましたが、このたび、本年
12 月末日をもって退会される旨の届けが提出
されました。

　これを受け、2010 年 1 月以降、事務局連
絡先を事務局長宅に変更いたします（現時点
では事務局長代行宅となります）。各種ご連絡
は下記にお願いいたします。

 
　事務局長代行 : 藤堂雍子
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

***

　日本近代音楽館には、長年にわたってたい
へんお世話になりました。紙面を借りてあつく
御礼申し上げます。

■ "IAML 2010 Moscow" へのお誘い
　 来 年 2010 年 の IAML 年 次 大 会 は、
6 月 27 日 よ り 7 月 2 日 ま で、 モ ス ク ワ
の RAPA （Russian Academy of Public 
Administration）で開催されます。
　登録の最終締切は 5 月15 日です。4 月 30
日までに早期申込された方は、登録料が割安
になります。

　詳しくは下記ウェブサイトをご覧ください。
http://www.iamlcongress2010.ru/

　なお、ロシアへの渡航にはビザが必要で
す。 ロシ ア 大 使 館 の サイト（http://www.
rusconsul.jp/hp/jp/visa/visa.html）にビザ
発給に関する情報がありますが、ロシア旅行
を専門に扱っている旅行会社に取得の代行を
依頼するのが最も簡単で無難です。
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  Wan-Chun Lee

IMS - Session Asia
　Jeremy Gramshaw
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